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題：「安居島」

［表紙画について］

安居島は、愛媛県松山市に属する有人島。
2020年９月の住民基本台帳における人
口は13人。
江戸時代には、周辺の海域の漁場の権利
をめぐり、松山藩と広島藩とで領地争い
が続いていた。交渉結果として松山藩の
領地になった。
1817年に北条浅海（現在の松山市）の大
内金左衛門が移住したのが村の始まりと
伝えられる。島には、金左衛門の記念碑
が立つ。やがて、港に船が立ち寄るよう
になり、江戸末期から明治にかけて大い
に栄えた。（Wikipediaより）
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新年のご挨拶

愛媛県建築士会　会長　尾藤　淳一

　会員の皆様、新年あ
けましておめでとうご
ざいます。旧年中は、愛
媛県建築士会の本会行
事や支部活動にご協力
賜り誠にありがとうご
ざいます。特に創立70
周年事業では時間と資
金の無いなか行いまし
たが、伊礼智様の記念
講演会やいしづち特別

号の発刊でご協力いただいた方、協賛金という形で
協力を頂いた方に心よりお礼申し上げます。お陰を
持ちまして、無事事業を終えることが出来て安堵し
ているところでございます。なお、協賛金の余剰金
につきましては、次期周年事業へ積み立てさせて頂
き、80周年、90周年、そして100周年へとバトン
を繋いでいく所存でございますので、末永くご支援
賜れば幸いです。
　そもそも、私たちは公益社団法人として社会に対
して公益性が求められています。これからも社会か
ら必要とされる活動とは何かを追及していきます。
　現在の世の中は、新人世といわれています。これ
は21世紀に入ってから新たに提唱されている「人
類の時代」という意味の地質学の新しい時代区分で
す。 人類が産業革命などを通じて地球規模の環境変
化をもたらした影響に注目して提案され、SDGsが
提起する人類社会の将来展望とも深く関わっていま
す。地球誕生から46億年に対して、産業革命から
は250年ほどしか経っていませんが、この250年
で地球環境は大きく変わりつつあります。果たして
我々人類は地球の覇者なのか、それとも破壊者なの
か。もしも人類が滅んだ後、地球を支配する生物か
ら、後者の方で呼ばれないためにも、私たちは行動
を変えていかなくてはなりません。
　時に建築士会連合会では、建築士会SDGs宣言を
提唱しました。本来目指すべきは、持続可能な社会
です。しかしながらエネルギーやプラスチックなど
の素材に関しては解決の目途はなく、各地で起きて
いる紛争は増えるばかり、様々な多様性は混乱する
ばかりです。このような混沌とした世の中ではあり
ますが、出来ることを一歩ずつやっていく他ありま
せん。ただ自然を愛し、社会のつながりを大切にし、
他人を尊重する気持ちを貫けば、我々は変わってい
けると思います。
　さて、令和５年度も残すところ３ヶ月となりまし
た。新しい令和６年度はどういう活動をしていく年

［Ishizuchi2024.1］ ❶

にしていくか。今建築士会は、高齢化と少子化によっ
て会員数の減少が続いています。他県の活動を参考
に見ると、会社を定年で退職した会員を中心にシニ
ヤクラブを作って、定例会や見学会を行っていて、
有意義に機能しているみたいなので、愛媛県でも立
ち上げたいと思います。また青年委員会や女性委員
会は活動が多くて大変という声もありますが、仲間
意識が芽生えれば、事業もまた楽しみに変わると思
いますので、息抜きのレクリエーションも取り入れ
てみてはどうかと思います。例えば、東・中・南予
交代で担当して、其々の景勝地に家族で行くとか美
味しいもの巡りするとか、事業費からの捻出は難し
いですが、楽しい一日を過ごせると思います。そん
な楽しい経験があると、建築士会が楽しくなり、入
会したい人も増えるのではないかと思います。大切
なことは会員一人一人が輝くことではないかと思い
ます。是非取り組んでいただきたいと思います。
　建築士会の社会的な活動に、文化財・まちづくり
と教育・事業があります。建築文化財や建築士教育
は、建築士会でなくてはできないことですので、しっ
かりと活動していきたいと思います。文化財の調査・
保護啓蒙・ヘリテージマネージャー育成、木造住宅
耐震・応急危険度判定技術者・浸水被害住宅など研
鑽を積んで、社会に貢献できる人材を育成していく
必要があります。またその活動をしっかりＰＲして
いくことも必要で、情報・広報活動として、会報誌・
ホームページによる発信を続けていきます。それに
加えて、適切なＳＮＳを利用した発信を模索してい
きたいと考えていますが、公益法人にふさわしい発
信の在り方について、慎重に議論を深めたいと思い
ます。社会に貢献できるよう、これらの活動に引き
続き力を入れていきたいと思います。
　一方、愛媛県建築士会が健全な経営が出来る様、総
務・企画を中心として、運営方針を協議していきま
す。建築士会の本来の趣旨は、過去にも申し上げま
したが、資格があるものが全て入会することを前提
としておりますが、現在はそうなっておりません。
また資格者の定期講習も所属建築士しか対象になっ
ていません。従って所属建築士以外の資格者は、生
存すら不明な状態であるので、この辺りは改革をす
る必要があります。定期講習の在り方を改革して、
すべての資格者の受講を求めるようにするべきであ
ります。他団体との意見調整もありますが、連合会
を通じて粘り強く要望していきます。

　最後になりましたが、令和６年（2024年）が皆
様にとりまして、良い年になりますことを祈念申し
上げまして、新年のご挨拶といたします。本年もど
うぞよろしくお願いします。
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年男・年女の抱負

年男としての抱負
四国中央支部　稲村　聡

　新年、あけましておめでとうございます。私の抱負と

しましては以下のようになります。

「夢なき者に成功なし」ｂｙ　吉田松陰

　偉人の言葉ですが、夢に向かって計画・実行と少しず

つ歩んでいきたいです。今年一年この抱負を胸に刻んで

活動してまいりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

還暦を迎えて
新居浜支部　大西　竜也

　還暦を迎えるにあたり、本当に自分が還暦なのかとま

だ実感が湧かないのが実情です。60年という時間があっ

という間に過ぎ去ったように思います。建設業の世界に

入ったのは26歳の時でした。当時建築に関しては全く知

識がなく職人さんと喧嘩になったりしたこともありまし

たが、多くの皆さんに育てていただきここまで続けてこ

られたことに今は只々感謝しております。これまで仕事

一筋で頑張ってきましたが、60歳を機にこれからは何

か違った目標を見つけられたらと思っております。

独立して12年
西条支部　国宇　順一郎

　新年明けましておめでとうございます。

　今年は辰年、年男です。この話がきた時12年前にも

書いた事を思い出しました。それと自分で設計事務所を

始めた年でもありました。この12年を振り返って沢山

の方と知り合いお声をかけていただき、今も仕事をでき

ている事が有難いです。コロナの影響から建築業界も大

きく変わっていく中、今までのご縁の方達、これからご

縁をいただく方達の為になるようなサポ－トをして、そ

の日を大切に仕事を進めていきたいと思っています。

　あと、健康でないと何もできません。健康一番です。今

年もよろしくお願いいたします。

家族のこれから
今治支部　谷口　賢直

　新年あけましておめでとうございます。新しい年を迎

え自分には３人の娘がおりますが、いよいよ一番下の娘

が高校を卒業して、新たな道へ進みます。それと同じく

して、夫婦二人生活が始まります。今までは子供という

共通の話題があったので会話が成り立っていたところも

あって話していたような気がしますが、これからは二人

になります。個人的には近年、マラソンやサイクリング

はしておりますが、妻とはなかなか共通の趣味と呼べる

ものはありませんでした。ただ去年の７月一緒に富士山

を登ったのをきっかけに、色々と共通の話題が出来まし

た。今後はもちろん仕事も大事ですが、嫁さん孝行、それ

ぞれ県外に行っている家族とも今まで出来なかった分、

旅行に行ったり、同じ時を過ごせる時間を大事にして家

族の絆を深めていきたいと考えています。

毎日11ｋｍの山歩について
松山支部　永井　明高

　上高地へ行き涸沢カールにテントを張り北穂高岳へ登

頂した時、頂上で愛知県の千利休に会いお茶を点てても

らいました。その茶碗は人間国宝　鈴木藏氏の志野陶芸作

品で、頂上の北穂高岳小屋テラスから槍ヶ岳や大キレッ

トを望みながら頂いたお茶の味は人生最高のご褒美であ

りました。

　60歳から毎日朝と夕方に山歩をして11kmを日課と

しています。今年72歳になり地球１周の４万kmは達成

しておりますが、地球３周は達成したいと思っております。

ささやかな抵抗
松山支部　横田　郁

　今年２月で48歳となります。同世代の人との会話に

「老眼」という単語が多くなり、私も最近小さい文字が

二重に見えるようになりました。ある時、先輩の眼鏡を

かけさせてもらうと文字がくっきり見えるので、その方

はニヤニヤしながら「それ老眼鏡。横田君、老眼だね！」

とのこと。しかし、あくまでも「乱視」だと自分に言い聞

かせ、しばらくはその事実に抗っていこうと思います。

生まれ変わります。
松山支部　渡邉　道彦

　せっかく生まれ変われる歳になったので、60年分の計

にふさわしい抱負として、食う為に働く事から、本当の

自分は何をする為に生まれて来たのか？自分らしさを知

ることから始めたいと思います。WGIP政策にて失いか

けている日本人としての誇りと自信を取り戻し、たとえ

見た目は老いても心の中の情熱は絶やさすことなく、今

どきの６０歳は何をしでかすかわからないんだぞ、と周

囲を騒つかせる、常に青春を自負出来る男に俺はなる！

健康第一
伊予支部　高木　淳

　この原稿のお話をいただくまで、自分が年男であるこ

とをすっかり忘れておりました。あっという間の12年

でした。その間で大きく変わったことは独立したことで

しょうか。いろいろありましたが、なんとかやってこら

れたのは健康であったからでしょう。とは言え五十路を

前にして、あちこち衰えてきている自覚はあり、体が資

本であることを日々思い知らされます。ありきたりでは

ありますが、これから還暦までの12年、健康第一をモッ

トーに過ごしていきたいと思います。

自分なりに
八幡浜支部　藤川　広治

　もうすぐ還暦をむかえます。私の同級生で、公務員や会

社員の多数が定年退職を迎えるかと思います。立場上、定

年のない私は、彼らが少し羨ましく思う反面、還暦を迎

えても現役で頑張れることは、幸せなのかもしれません。

しかし、人生のゴールに近づいているのは確実で逃げる

ことはできません。自分なりの定年退職を考えていきた

いと思います。後で後悔したくないですからね。

いままでとこれからと
西予支部　水口　優太

　今年で３度目の年男を迎えることになりました、今回

の依頼があり、改めて前回の年男からの12年を振り返っ

たところ、昨年手放したバイクがちょうど前回の年男の

時に購入していたことを思い出しました。長年連れ添っ

た相棒でしたが、生活環境や時間の使い方も変化したた

め、次のオーナーに託すことになりました。12年前の自

分から見ると、職場も住むところも趣味も、たくさんの

ことが変わって今に至りますが、これからもいろいろな

ものに挑戦して、いい方向に変化していきたいと思います。

建築士会の皆さんへお礼申し上げます
宇和島支部　田中　陽子

　日々目の前の階段を登ることに必死になっているうち

に、気づけば年女という年齢を迎えてしまいました。私

の交友関係はほぼ建築士会といっても過言ではないほど、

愛媛県建築士会の皆さんに支えられています。女性委員

会や支部活動に参加する中で経験すること、勉強会で得

られる知識、どれも私の肥やしになっています。初心を

忘れずこれからも走り続けたいと思います。

　今後ともどうぞよろしくお願い致します。
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　僕が師事した設計者は二人いる。一人は京都の高松

伸で、もう一人は東京の宮崎浩だ。

　高松伸は、川崎清に師事していた。辿ってゆくと僕

から２親等も遡ることができる。宮崎浩は、槇文彦に

師事し、槇文彦は丹下健三に師事し、丹下健三は前川

國男に師事し、前川國男はル・コルビュジェに師事し、

ル・コルビュジェはオーギュスト・ペレとペーター・

ベーレンスに師事していた。辿ってゆくと僕から６親

等も遡ることができる。

　

　僕は決して著名な設計者ではないが、僕の建築に対

する考え方の細部には、前述の人たちの考え方が潜ん

でいると思っている。コピー＆ペーストのように、ま

るっきりそのままではないが、途中の誰かが取捨選択

した何かが、まるでバトンリレーのように、連綿と僕

に伝わっているはずなのだ。

　リレーで、バトンの受け渡しを行わなければならな

いエリアを「テイク・オーバー・ゾーン」という。400

ｍリレーの場合、テイク・オーバー・ゾーンは30ｍ

になる。この30ｍの間は、二人の走者が前後で一緒

に走ることになる。呼吸を合わせ、足並みを揃え、手

の振りを合わせ、後者から前者へとスピードを落とす

ことなくバトンを渡す。リレーは一人あたり100ｍを

走るが、自分ひとりだけで走るのは、実質70～85m

程度で、４分の１程度は誰かと一緒に走ることになる。

　リレーの走者は、必ずバトンをもらい、そして必ず

バトンを渡す。自分一人で走る走力も大切だが、バトン

パスの技術はもっと大切になる。受け取る上手さと、一

人で走る速さと、手渡す上手さが相まって、リレーは

チームとして上手くなり速くなってゆく。３つの上手

さ×４人＝チーム力。これがリレーの醍醐味だ。

　僕は数年間ずつ、二人の設計者からバトンを受け取

るべくテイク・オーバー・ゾーンを走った。上手く受け

取れたかどうか定かではないが、異なる二人からのバ

トンを受け取った僕は、ミックスもしくはハイブリッ

ドと言えるだろう。元のバトンそのままではないが、僕

なりの解釈を加えた新しいバトン。取捨選択され合体

しながらも、最初から変わらず手渡されてきた何かが

あるバトン。僕は今、テイク・オーバー・ゾーンを走

りながら、次の走者にバトンを手渡しつつある。

　僕は、専門学校と大学と資格学校で教鞭を取ってい

る。それぞれで手渡すバトンに違いはあるが、共通す

る部分もある。専門学校では、建築の楽しさや大変さ

など、興味を持ってもらうことと合わせて、山あり谷

ありの生業であることを伝えている。大学では、建築

を取り巻く世界の広さや奥深さを、マクロにミクロに

歴史や現状を踏まえて伝えている。資格学校では、建

築士に求められる知識や技能に加えて、建築士である

ことの社会的意義や使命を伝えている。どの学校でも

伝えていることは、建築の光と汗についてだ。

❹ ❺

「すべてはバトンリレーだ」僕は、そう信じている。
建築は、様々な生業の中でも、その傾向が顕著な一つだと思っている。

　僕の手掛けた住宅は繋がっている。そう、まるでバ

トンリレーのように。

　まだ実作がなかった頃、コンペ案として考えたＣｏ

ｍｐｌｅｘ＿ＧＭをＷｅｂにアップしたところ、それ

を見た人から住宅の設計依頼の連絡を頂き、ＨＫ．Ｈ

ｏｕｓｅが実現した。ＨＫ．Ｈｏｕｓｅの竣工写真を

Ｗｅｂにアップしたところ、ＹＭ．Ｈｏｕｓｅのクラ

イアントの目に留まり、ＹＭ．Ｈｏｕｓｅの竣工写真

をＷｅｂにアップしたところ、ＳＩ．Ｈｏｕｓｅのク

ライアントの目に留まり、ＳＩ．Ｈｏｕｓｅの竣工写

真をＷｅｂにアップしたところ、ＴＩ．Ｈｏｕｓｅの

クライアントの目に留まり…と、竣工した作品が次の

建築へと繋がってくれたことがあった。

　この時、バトンリレーのようだと思ったのは、最新

の作品が、タイミング良くその次の作品に繋がるきっ

かけになっていたことだ。昔の古い作品を見て設計を

依頼されていたり、竣工後に月日が経ってから設計を

依頼されていたら、きっとバトンリレーのようだとは

思わなかっただろう。次々とバトンパスして前へ進む

リレーのように、僕の住宅は、作風を変えながらも何

かがしっかりと伝わっていったのだ。

　誰かに学んでいる時は、テイク・オーバー・ゾーン

でバトンを受け取りながら走っている時だ。自分でで

きるようになった時は、レーンを一人で走っている時

だ。誰かに伝えている時は、テイク・オーバー・ゾー

ンでバトンを手渡している時だ。今のあなたは、どこを

走っているだろうか？そして、自分の走り方を意識し

ているだろうか？３つの走り方が出来てこそ、リレー

ランナーに相応しいと言えるだろう。

　バトンリレーは、いつ始まったのかも分からないし、

いつ終わるのかも分からない。誰から始まったのかも

分からないし、誰で終わるのかも分からない。どんな

バトンを渡されるのかも分からないし、どんなバトン

を渡すのかも分からない。ゴールして順位が分かるま

では、はっきりした評価も分からない。ただ、自分の

区間だけのちょっとした結果が分かるだけだ。

　こんな書き方をすると、頑張り甲斐がないように思

えるかもしれないが、僕は逆に、色々なことを妄想し

て楽しんでいる。いつか、ウサイン・ボルトのような

ヤツが、とてつもない速さで他をブッちぎるかもしれ

ない。ひょっとしたら、自分と同じようなヤツが、額

に汗して必死で何とか次に繋ぐかもしれない。とにか

く先のことは皆目見当もつかないが、それでも、いつ

かの誰かのために、今を全力で走ろう。そうたった一

つのバトンを渡すために。
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❹ ❺
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トンリレーのように。
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　こんな書き方をすると、頑張り甲斐がないように思
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▲道後温泉本館　養生湯（大正時代）

▲神の湯東浴室

道後温泉の浴槽の深さについて

　大正13年（1924）に明治25年に建設さ

れた養生湯の改築工事を行った。設計は平源

右衛門で、この時に浴槽は溢れ式に変わった。

道後温泉本館保存修理工事で養生湯源泉跡を

発見したことで、当時の浴槽の深さを花岡先生

が算出している。その深さは815mmである。

　当時の男女の座面から肩までの高さは明治

時代に比べ約20～30mmしか変わっていな

いものの、浴槽の深さがこの時期に一気に深

くなり、頭の先まで迫ってくる深さとなって

いる。

■養生湯：大正13年（1924）

座面から肩まで

633

588

身 長

1624

1509

性 別

男

女

大正時代

　昭和10年（1935）に一ノ湯、二ノ湯、

三ノ湯の3つあった浴室を2つに変え、神の

湯本館も曳移転し、拡張工事を行った。その

際、浴槽も溢れ式に変わった。その時の改築

工事の図面によれば2.6尺であった。

　2.6尺は787mmであり、今回の保存修理

工事で浴槽の寸法を実測した結果、約813mm

であったことがわかった。大正13年の養生

湯の浴槽の深さとほぼ変わらない寸法となっ

ていることが読み取れる。

■神の湯：昭和10年（1935）

（単位：mm）

座面から肩まで

641

595

身 長

1645

1527

性 別

男

女

昭和時代（前期）

（単位：mm）

▲霊の湯男子浴室

　昭和15年（1940）に霊の湯浴室も溢れ

式に変える改築工事を行った。昭和61年に

浴室を鉄筋コンクリート造に改築する工事を

行っているが、浴槽の深さは変わっていない。

今回の保存修理工事で浴槽の寸法を実測した

結果、約774mmであった。道後温泉本館の

浴室の中で一番浅い浴槽の深さであるものの、

目元まで迫ってくる寸法が読み取れる。

■霊の湯：昭和15年（1940）

座面から肩まで

641

598

身 長

1645

1527

性 別

男

女

（単位：mm）

昭和時代（前期）
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道後温泉の浴槽の深さについて

▲神の湯女子浴室

　昭和29年（1954）に男女に仕切られて

使用されていた養生湯を１つの女子浴室にす

る改築工事を行った。保存修理工事の実測の

結果、浴槽の深さは834mmであり、道後温

泉本館の浴室の中で一番深い寸法となってい

ることが読み取れる。（※女子のみの入浴で

あるため女性の平均身長を採用している）

■神の湯女子浴室：昭和29年（1954）

　次に各浴室の深さをまとめた。現代の浴槽の深

さは500mmが一般的である。そのため、各年代

の浴槽の深さは通常よりも深いことがわかる。

　寛永15年（1638）、明治27年（1894）の

■各浴室の浴槽の深さの比較

座面から肩まで

648

603

身 長

1664

1547

性 別

男

女

昭和時代（後期）

（単位：mm）

座面から肩まで

779

724

性 別

男

女

お湯の深さ

815

大正13年(1924)養生湯との比較

（単位：mm）

（単位：mm）

　各時代において道後温泉についてどのように考

えていたかいくつか文献の文章を引用する。

〇大正時代の海南新聞「古茂田譲町長談」

（養生湯の浴室について）　

「霊の湯や一の湯に「流し」を設けていたのは大

正７年頃の事だが然し洗湯が狭隘なため夕方な

ど入浴者が多い時には「流し」が入ると随分混

雑するため客に対し不快な感じを与えるから目

下中止しているのであって、無意味に之を廃止

したのではない」

〇昭和9年（1939）道後新聞

（神の湯東西浴室について）　

　「現代のやうに石段を数段降りこんで洗湯を汲

むのは不便であり、又不潔であるので、これを改

め、浴槽は養生湯や鷺湯のやうな溢れ式にする。

そして深さを深くして湯量を多量にたたえる。」

　上記の文章から見えてくることは、洗い湯が

非常に重要な問題であったことがわかる。資料

によると昭和49年頃（1974）に洗い場にカ

ラン（洗い場の蛇口）が設置されたため、建設

当時の各浴室にはカランが設置されていなかっ

た。（カランは蛇口の意味でオランダ語の「鶴」

を意味するkraanから来ているそうだ）そのた

め当時は浴槽からお湯を汲み取り、洗湯に使用

■各時代における浴室の考え方

お湯の深さは当時の人体の寸法より肩まで浸かる

ことを想定した寸法であり一定の妥当性のある寸

法である。

　しかし、大正13年（1924）の養生湯改築時

一ノ湯、二ノ湯、三ノ湯

一ノ湯

養生湯

神の湯東西浴室

霊の湯浴室

神の湯女子浴室

606

681

815

813

774

834

寛永15年（1638）

明治27年（1894）

大正13年（1924）

昭和10年（1935）

昭和15年（1940）

昭和29年（1954）

年　代 当時の浴室 お湯の深さ

には一気に134mm深くなっていることがわかり、

人体の寸法においても目を覆うような深さとなっ

ていることから、かなり乖離のある寸法となって

いる。

　その後も平均して810mmを超える設計寸法を

採用していることから（霊の湯を除く）、大正時代

以降に設計した浴槽の寸法の深さは意図的であり、

その時の設計寸法が道後温泉における浴槽の深さ

の標準寸法になったことが読み取れる。

するのが通常の使用方法であった。

　このことから各浴室の浴槽のお湯は温泉に浸

かる目的だけでなく、洗い湯にも使用する目的

であったことがわかってくる。

　道後温泉の入浴客数は明治43年には71万人、

大正13年には123万人と多くの観光客や地元

の人々が訪れる場所となっており、当時の文献

から洗い場は混雑を極めていたことが想像できる。

　洗い場にいる多くの人々が身体を洗う目的で

洗い湯を汲むと多くの湯量が失われることにな

る。そのため、通常の座面から肩まで湯に浸かる

ことを目的とした設計寸法で考えてしまうと、

洗い湯で湯量を失い、肩まで浸かることができ

なくなってしまう。温泉に来て肩まで浸かれな

いのは大きな問題である。

『このため、道後温泉の浴槽の深さは洗い湯で失わ

れる湯量を想定した設計寸法であることが読み取

れてくる。』

　洗い湯を想定した設計寸法であれば、多くの謎

が解けてくる。
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774

834
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道後温泉の浴槽の深さについて

　「霊の湯」は入浴客が「神の湯」や「養生湯」

と比べ少ないため、約130mmの湯量が失わ

れることを想定しており、「神の湯東西浴室」

や「養生湯」は入浴客数が多いため約170～

180mmの湯量が失われることを想定してい

た。「神の湯女子浴室」は約230mmと女性

の洗髪等で男性よりも多くの湯量が失われる

ことを想定していたことが読み取れてくる。

　現代では洗い場にカランが設置されている

ため、浴槽からお湯を汲むことがなくなり、

湯量は減ることがなくなった。そのため、当

初想定していた寸法と異なる結果となり、現

代では道後温泉の浴槽は深いと感じるように

なったものと考察できる。

　現代でも深いと感じる寸法は当時の人々の

身長が低かったことを考慮するとそれ以上に

深い寸法となる。洗い湯で失われることを考

慮した寸法であれば、それぞれの浴槽の深さ

に関する一定の妥当性を示すことができるも

のと考えられる。

こぼれ話
　道後温泉のお湯を出す湯釜は道後温泉でしか見

られない特徴的な造形物である。昭和46年に話

題となった富田狸通氏が写る観光ポスターは湯釜

の湯口から落ちる温泉を肩に当てる道後の伝統的

な入浴スタイルを表現している。地元の人々は肩

に湯を当てるため、浴槽周りにずらっと立ち並ん

でいるのが道後温泉にとって日常の光景であった。

　明治期の伊佐庭如矢町長時代、湯釜は地元の人々

にとって神仏に近い扱いをされていたため「湯口

を肩の高さに合わせるため、湯釜の高さを調整す

る」と言い、湯釜に触れることに対する地元の声を

押さえる理由として使用したり、また古写真から

もその伝統的な入浴スタイルを見ることができる。

　重要文化財に登録されて以降、地元の人々は「道

後温泉本館」ではなく、「椿の湯」を利用するよう

になっている。このような地元ならではの光景が

道後温泉本館から失われていくことは少し、寂し

い気持ちになるものである。

■あとがき

　「何で道後温泉の浴槽はあんなに深いん？」その

問いかけに私は答えることができなかった。道後

温泉の浴槽は他の温泉施設よりもかなり深い。私

自身入浴して同様の疑問を持ったが、答えてくれ

る人はいなかった。

　道後温泉本館は修理前、道後温泉本館をぐるり

と一周するほど列をなす人気の観光施設であった。

そのため、立って入浴するという考えも一理ある

ものの温泉施設で座って肩まで入れないのはいさ

さか不思議な話であり、私の胸の中でその疑問は

燻り続けていた。

　道後温泉本館保存修理工事では修理前の寸法を

測るなどの実測調査が必須で、この時期になると

大体の実測値が集まってきたため、これを機に過

去の人体寸法と照らし合わせることで、寸法のロ

マンを追い求めようと考えた次第であった。

　「洗い湯と浸かるためのお湯の湯量を確保するた

め、道後温泉の浴槽は深い」。個人的にはしっく

りくる回答を導き出すことができ、一安心した。

この溢れ式の浴槽の寸法は大正時代の玄関棟と南

棟を設計した「平源右衛門」が生み出し、後の道

後温泉の浴槽の全ての寸法において採用されてい

ることから、偉大な建築家であったことも読み取

れてくる。

　この回答は人体の寸法や私が搔き集めた資料か

ら考察した内容である。今回記述はしていないが、

江戸時代（前期）の男性の平均身長は1555mm、

現代では1714mmと159mm高くなっている。

座高に関しては90mm高くなっており、当時の

人が現在の道後温泉に浸かれば、かなり深く感じ

るものと考えられる。

　あくまでも座高とはピンと背筋を伸ばした寸法

であり、入浴する際にそのような綺麗な姿勢で入

浴する人は少ないものと考えられ、新たな資料が

出てきて私の回答は一笑に付すものとなるかもし

れない。

　未来の人間によって追記・修正がなされること

を期待し、新たな浴槽の深さの見解が出てくるこ

とを願い筆を置く。

■参考文献

「住まいの解剖図鑑」

「日本人のからだ　健康・身体データ集」

「AIST　人体寸法データベース1991-92 

　解説書」

「道後温泉　増補版」

「海南新聞」

「道後新聞」

＊本書掲載の文章・図版の無断複製・転載を

禁じます。

▲昭和46年の道後温泉観光ポスター

【神の湯東西浴室の理想】
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　“地獄の門”とサマルカンドは中央アジアにあると
朧気ながら認識していた。インド北西部のアフガニ
スタンと中国西側の辺りからカスピ海までのエリア
が中央アジアで、ソ連時代にはトルキスタンと呼ば
れていた。ソ連崩壊後カザフスタン・ウズベキスタ
ン・トルクメニスタン・タジキスタン・キルギスが
独立し、それぞれの国が発展を続けている。その中
でもシルクロードのオアシス都市が多くあるウズベ
キスタンは、イスラム世界の中心地として繁栄を続
け、今日でも「青の都」と呼ばれる多くの美しい建築
群が残されている。一方、地獄の門はウズベキスタ
ンの西に隣接するトルクメニスタンにあり、ヒヴァ
から国境を越えて入国して行かなければならなかっ
たが、それはとても大変な試練だった。
　2023年４月27日に旧知の友と２人で出発した
が、現地で福岡の男性Ｔ氏が加わり３人の旅となっ
た。さらに国境越えには東京の女性Ｍさんと合流し
てトルクメニスタンに入国して欲しい、ということ
で、地獄の門へは４人で向かうことになった。しか
しこんな辺境を一人で旅するなんてＭさんの度胸に
敬意を表したい。ウズベキスタンの首都タシケント
までは日本からの直行便が手配できず、仁川からア
シアナ航空を利用した。タシケント空港でＴ氏と合
流し、翌日トルクメニスタン国境を越え、地獄の門
を目指した。

13

　あまり往来のないウズベキスタンへのルートは、
アシアナ航空の仁川－タシケント路線にＡＮＡマイ
レージが使え、倹約のため松山から伊丹、福岡と国
内線を乗り継いで仁川空港へと辿り着いた。空港内
にあるトランジットホテルに宿泊し、翌日は臨津江
（イムジン川）と漢江（ハンガン）の合流部にある統
一展望台と臨津閣（イムジンガク）公園など北朝鮮と
の国境エリアを無料トランジットツアーで巡った。
展望台から川越しに見える“宣伝村”はいつもの風
景だったが、臨津閣公園には二つの少女像が置かれ
ていて、事情を知ってか知らずかその隣に座って柔
やかに記念写真を撮るヨーロッパからの観光客に、
日本人として多少なりの違和感を覚えたのだった。
　午後４時半仁川空港を離陸しタシケントに午後８
時半到着、時差が４時間あるため８時間のフライト
だ。この日はホテルへ直行、両替などをしてウズベ
キスタンの旅に備える。４月29日、地獄の門がある
ダルバサへ向かうため朝7：15発ヌクス行きの飛行
機に乗り、西部の国境近くまで行く。ホテルを午前
５時に出発。朝食の弁当があると夕べのドライバー
から聞いていたが、実は前夜に自分でホテルに頼ん
でテイクアウトせよという案内だった。そのため朝
食抜きとなる。ヌクス行きの便は、搭乗時刻は定刻
だったのに中々離陸しない。その理由が「予定した
スタッフがやってこないため」などというノンビリ
した話で、１時間程遅延してテイクオフ。機内サービ
スもジュースやお絞りが配られた人、何ももらわな
い人などマチマチで、日本の航空会社が標準という
わけではない。意外といい加減な、初搭乗のウズベ
キスタン航空だった。
　このウズベキスタン航空、ヌクスが最終目的地では

2ウズベキスタンとトルクメニスタンの国境越え

　トルクメニスタンの国境を超えたところでＭさん
と合流。２台の車で地獄の門を目指す。途中タシャ
ウス市内で昼食を食べたが、その後はひたすら５時
間ぐらいのドライブ。市内近郊は道路も舗装されて
いるが、町外れからはほとんど道路設備も無く、舗
装も穴ぼこだらけとなる。その穴ぼこを避けながら
蛇行運転で車は飛ばす。周りの景色はというと、平坦
に波打った砂漠で樹木は全くなく所々背の低いブッ
シュが生えて、それが地平線まで続いている。360
度地平線。岩とかも転がっているわけではなくて、部
分的に砂の集まったところがあり、砂塵が風によっ
て舞上げられていた。薄雲のように見えるが、実は
砂塵がいつも空中を舞っているのであった。
　途中、平行して建設中のダートを走ったり、もと
の道に戻ったりして、２本の道路を行ったり来たり
車線を変えながら、しかも穴ぼこを避けて走る。「よ
くもそんなに猛スピードで穴ボコを発見できるな」、
とも思われた。道路は地獄の門が近づくに連れどん
どん悪路となって行き、その激しい揺れの中でのド
ライブが４時間近く続いた。その間、何故か深い睡
魔に襲われ、何度となく車の後席で居眠りをするこ
ととなった。
　気分良くウトウトしているのに、急に車の速度が
落ちる。それまではダートコースでも120km/hく
らいの猛スピードで走っていたのだが、この道は時
折大型トレーラーが行き交うのである。野生の駱駝
も歩いていたりもする。ソ連時代アフガニスタン侵
攻のため国境へ物資を運ぶ目的で軍隊が造った道路
で、アスファルト舗装も陳腐で粗雑。穴が空いても
修理がされていない。将来４車線のハイウェイとな
るのだろうが、今のところ全く工事が進むような気
配は無いのだ。これはトルクメニスタンの国力を示
しているのか、この辺りの社会的インフラ整備は圧
倒的に遅れていた。その道路にはガードレールはお
ろか、照明も看板も一切無かった。そのためドライ
バーは好きなように勝手気ままに走るのであった。
　速度を落として車は左折したのだか右折したのだ
がよくわからなかったが、とても細い道に入っていっ
た。そこから地獄の門まで９kmの看板があった。も
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▲闇に燃える“地獄の門”（トルクメニスタン）

▲地獄の門に到着▲宣伝村を望む統一展望台 ▲臨津閣公園の少女像 ▲出迎えの人たち ▲ウズベキスタン側国境

▲ウズベキスタン航空搭乗 ▲ヌクス空港到着

▲通関待ちのトラック ▲トルクメニスタン側国境

なく経由地だったため、降機するときに何度もチェッ
クがありやかましい。ヌクス国際空港はとても小さ
な空港だった。空港ビルから百メートルくらい離れ
たところに柵があり、ドライバーはそこで我々を待っ
ていた。英語が話せないためなのか、殆ど会話をす
ることなく、彼は我々を国境まで真新しいヒュンダ
イ製のワゴン車で連れて行ってくれ、検問所の門の
前で下ろされた。本当はここでＭさんと合流する予
定だったが、我々３人の飛行機が大きく遅れたため
彼女は一人で国境を越えたらしい。
　難関と言われるトルクメニスタンへの入国。まず
ウズベキスタン側で何度もパスポートのチェックが
あり、手荷物検査があって検問所を抜けた。150ｍ
くらい歩いて門を開けてもらい中立地帯のような所
へ出る。そこでもう一度パスポートのチェックがあ
り、トルクメニスタンの検問所までの連絡バスを30
分以上待った。強い陽差しが照りつける中、ひたすら
耐えた。その後数人の越境の現地人がやって来た頃
に、やっと迎えのオンボロバスがやって来る。それ
に乗り込んで800ｍ先のトルクメニスタンの検問
所まで行き、そこで手続きの複雑な入国審査を受け
た。まずはＰＣＲ検査から。Express Testと係員
に告げるよう言われていたので、そう言って麺棒を
鼻の穴に詰め込む。検査はあっという間に終わった
のだが、結果はどうだったか伝えられなかった。きっ
と義務的にやっているだけなのかと理解した。
　そのコロナ検査の代金＄33を支払いに窓口に行
くと、まず入国審査を受けるように指示される。入
国審査の窓口に行くとガイドは誰か、とか、電話番
号はなどとこれまで聞いていなかった質問を受けた。
どうしようか迷っていると、「ガイドを連れて来い」
という注文が付けられ、我々３人は途方に暮れた。
そこで１時間程まっていると、英語を話す唯一の若
い兵士がガイドを連れてきてくれて、やっと手続き
に入る。青のボールペンで書かないと書類は受け付
けられない、というのだが、普通持っているのは黒
インクのボールペン。青のものをガイドがどこから
か借りてきて、３人がやっとのことで税関申告書類
を書き上げた。その書類の文字は殆どロシア語で書
かれていて、自分たちの能力ではちょっと書き切る
ことができないものだった。たくさんの書類にサイ
ンをし＄８０の料金を支払ってやっとビザが発行さ
れた。入国には時間がかかると聞いていたが、これ
程までに複雑で難しい入国審査はしたことがない。
結局、予定よりも３時間程遅れてしまい、この日の
観光は翌日に回された。
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から国境を越えて入国して行かなければならなかっ
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しこんな辺境を一人で旅するなんてＭさんの度胸に
敬意を表したい。ウズベキスタンの首都タシケント
までは日本からの直行便が手配できず、仁川からア
シアナ航空を利用した。タシケント空港でＴ氏と合
流し、翌日トルクメニスタン国境を越え、地獄の門
を目指した。
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